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学位論文審査結果の要旨
平成１０年１月２６曰に第１回学位論文審査委員会を開催し，平成１０年２月４曰の口頭発表後，第２回学
位論文審査委員会において協議の結果，以下のとおり判定した。
本研究は，最近需要が増加し自動化の望まれているカバード糸製造機に対して準備作業の自動化を
図ったもので，機械側面に接触しながら移動する自走式台車に，芯糸通し作業とカバー糸ボビンの交
換及び製品であるカバード糸のパッケージ交換作業を行う装置を搭載させ，１錘ずつ順次作業を行う
システムを完成している。ここで開発された芯糸通し装置は吹き出し・吸い込み・芯糸送出が適正条
件のもとで作動すると共に，管内に置かれた糸が流れを乱す現象を利用した糸検出装置を備え，芯糸
が通らなかった場合にも対処しており，これらをシステムとして稼働させることによって，移動式に
もかかわらず100％に近い成功率をあげている。また原料の糸と製品の搬送作業も含めたカバリング
マシンに対する準備作業全般の自動化について検討し，カバー糸ボビンの交換作業と玉揚げ作業を自
動化する装置を完成している。
本研究の成果は，従来行われなかった中小規模の繊維加工工場における工程の自動化・省力化に極
めて有益な知見を与えるものである。以上を総合して本論文は博士（工学）の学位を受けるに値する
と判定する。
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